


高山市議会ぎかいだより❷

9月定例会　結果報告

９
月
定
例
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

９
月
定
例
会
が
９
月
13
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
開
か

れ
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
な
ど
の
他
、
条
例
・
補
正
予
算
・
人
事
な

ど
34
議
案
を
審
議
、
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
・

同
意
し
、
議
員
提
出
の
３
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

９
月
13
日　

本
会
議

し
た
。

〈
報
第
８
号
〉
継
続
費
精

算
報
告
書
（
一
般
会
計
）

に
つ
い
て

　
国
府
小
学
校
校
舎
改
築

事
業
（
平
成
21
〜
22
年

度
）
継
続
費
に
係
る
継
続

年
度
の
終
了
に
伴
う
報
告
。

〈
報
第
９
号
〉
継
続
費
精

算
報
告
書
（
下
水
道
事
業

特
別
会
計
）
に
つ
い
て

　
宮
川
終
末
処
理
場
改
造

事
業
（
電
気
設
備
）

（
平
成
21
〜
22
年
度
）
継

続
費
に
係
る
継
続
年
度
の

終
了
に
伴
う
報
告
。

〈
発
議
第
８
号
〉
高
山
市

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
員
提
案
）
※
３
Ｐ
参
照

整
備
。

〈
議
第
63
号
〉
高
山
市
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

保
存
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
有
線
放
送
電
話
に
関
す

る
法
律
の
廃
止
に
伴
う
条

文
整
備
。

〈
議
第
67
号
〉
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
う
任
命
。

中
村
健
史　
　
※
敬
称
略

〈
議
第
68
号
〉
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
。

青
木
秀
雄　
　
※
敬
称
略

　
議
第
59
・
60
号
、
62
―

68
号
は
、
い
ず
れ
も
全
員

一
致
で
可
決
・
同
意
し
ま

に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
制

定
に
伴
う
高
山
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
審
議
会
等
の
名
称

変
更
な
ど
。

〈
議
第
62
号
〉
高
山
市
美

し
い
景
観
と
潤
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
地
方
自
治
法
第
２
条
第

４
項
の
改
正
に
伴
う
条
文

〈
議
第
59
号
〉
高
山
市
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ

い
て

　
寄
附
金
税
額
控
除
の
適

用
下
限
額
の
引
き
下
げ
、

上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲

渡
所
得
等
に
対
す
る
軽
減

税
率
の
適
用
期
限
延
長
等
。

〈
議
第
60
号
〉
高
山
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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10
月
５
日　

本
会
議

〈
議
第
61
号
〉
高
山
市
災

害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
全
員
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。
※
７
Ｐ
参
照

〈
認
第
１
号
〉
平
成
22
年

度
高
山
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算

〈
認
第
２
号
〉
平
成
22
年

度
高
山
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
か
ら
〈
認

第
12
号
〉
平
成
22
年
度
高

山
市
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
ま
で
の
11
の

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

〈
認
第
13
号
〉
平
成
22
年

度
高
山
市
水
道
事
業
会
計

決
算

　
以
上
、
認
定
案
件
13
件

の
審
査
結
果
が
、
付
託
さ

れ
た
予
算
決
算
特
別
委
員

会
の
委
員
長
よ
り
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
事
業
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
評
価
・

検
証
を
十
分
行
な
い
、
最

大
限
の
効
果
が
出
る
よ
う
、

市
に
予
算
執
行
者
と
し
て

の
責
任
あ
る
取
り
組
み
を

求
め
る
指
摘
が
、
多
く
の

委
員
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
認
第
１
号
・

認
第
２
号
・
認
第
９
号
・

認
第
12
号
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
反
対
・
賛
成
の
討

論
が
行
わ
れ
、
４
議
案
は

賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
の

議
案
は
全
員
一
致
で
認
定

し
ま
し
た
。

〈
議
第
69
号
〜
議
第
74

号
〉
高
山
市
芸
術
文
化
顕

彰
者
に
つ
い
て

玉　
賢
三
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
）

喜
代
志　
松
治
（
彫
刻
）

山
本　
た
つ
（
文
学
）

中
村　
好
明
（
作
曲
）

新
澤　

愛
子
（
創
作
バ

レ
ー
）

中
村　

征
子
（
日
本
舞

踊
）

　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

高
山
市
の
芸
術
文
化
に
貢

献
さ
れ
た
６
名
の
顕
彰
者

の
選
定
。

〈
議
第
75
号
〉
東
小
学
校

校
舎
改
築
工
事
（
建
築
）

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て契
約
金
額

　
　
　
11
億
１
４
５
万
円

契
約
の
相
手
方

　
堀
口
・
林
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

〈
議
第
76
号
〉
高
山
市
議

会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の

改
正
に
伴
い
、
関
連
す
る

３
つ
の
条
例
の
条
文
を
整

備
す
る
も
の
。

議
第
69
〜
76
号
は
、
全
員

一
致
で
同
意
・
可
決
し
ま

し
た
。

〈
発
議
第
９
号
〉
電
力
多

消
費
型
経
済
か
ら
の
転
換

を
求
め
る
意
見
書

〈
発
議
第
10
号
〉
軽
油
引

取
税
の
課
税
免
除
制
度
の

発 議
〈発議第８号〉
　将来に向けたまちづくりの指針となる基本構
想は地方自治法によって、議会の議決が義務づ
けられていましたが、地方自治法の改正によっ
て議決要件が撤廃されました。
　高山市議会では議決すべき事件を定める条例
に基本構想を追加し、策定途中での報告を義務
づけることによって計画の策定に構想の段階か
ら参画し、住民代表としての責任を果たそうと
するものです。
発議第９号（意見書）
　電力多消費型経済からの転換を図り、省エ
ネ・節電対策が日常的・安定的に実施できる社

会を築くことが求められています。そのため
「節電エコポイント」制度の創設や省エネ家
電への買い替え推進策、住宅エコポイントの
再実施や事業所等における省エネ投資を促進
する税制、また金融面での支援措置を国に要
望する内容です。
発議第 10 号（意見書）
　軽油引取税が道路目的税から普通税に変更
されたことで、課税免除制度も平成 23 年度
末をもって廃止される状況にあります。
　課税免除制度はスキー場のゲレンデ整備車
や降雪機、森林施業の重機の他、農業・木材
加工業など幅広く活用されてきており、制度
廃止による地域経済への影響が懸念されるた
め、24年度以降の継続を国に要望する内容です。

継
続
を
求
め
る
意
見
書

　
発
議
９
・
10
号
は
全
員

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※
下
段
参
照

〈
議
第
64
号
〉
平
成
23
年

度
高
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

〈
議
第
65
号
〉
平
成
23
年

度
高
山
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

〈
議
第
66
号
〉
平
成
23
年

度
高
山
市
地
方
卸
売
市
場

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。
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9月定例会で審議された議案

9月定例会の会 議 結果
市長提出議案

報　　告

議員提出議案

議案番号 議　案　名 上程・付託 結果 議決状況
議第59号 高山市税条例等の一部を改正する条例の専決処分について 初日 承認 全会一致
議第60号 高山市スポーツ振興審議会条例の一部を改正する条例について 初日 原案可決 全会一致
議第61号 高山市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について 福祉保健 原案可決 全会一致

議第62号 高山市美しい景観と潤いのあるまちづくり条例の一部を改正する条例につ
いて 初日 原案可決 全会一致

議第63号 高山市伝統的建造物群保存地区保存条例の一部を改正する条例について 初日 原案可決 全会一致
議第64号 平成23年度高山市一般会計補正予算（第４号） 予算決算特別 原案可決 全会一致
議第65号 平成23年度高山市下水道事業特別会計補正予算（第1号） 予算決算特別 原案可決 全会一致
議第66号 平成23年度高山市地方卸売市場事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算特別 原案可決 全会一致
議第67号 教育委員会委員の任命について 初日 同意 全会一致
議第68号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 初日 同意 全会一致
認第1号 平成22年度高山市一般会計歳入歳出決算について 予算決算特別 認定 賛成多数
認第2号 平成22年度高山市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について 予算決算特別 認定 賛成多数
認第3号 平成22年度高山市老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算について 予算決算特別 認定 全会一致
認第4号 平成22年度高山市下水道事業特別会計歳入歳出決算について 予算決算特別 認定 全会一致
認第5号 平成22年度高山市地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算について 予算決算特別 認定 全会一致
認第6号 平成22年度高山市学校給食費特別会計歳入歳出決算について 予算決算特別 認定 全会一致
認第7号 平成22年度高山市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算について 予算決算特別 認定 全会一致
認第8号 平成22年度高山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算について 予算決算特別 認定 全会一致
認第9号 平成22年度高山市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について 予算決算特別 認定 賛成多数
認第10号 平成22年度高山市観光施設事業特別会計歳入歳出決算について 予算決算特別 認定 全会一致
認第11号 平成22年度高山市スキー場事業特別会計歳入歳出決算について 予算決算特別 認定 全会一致
認第12号 平成22年度高山市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について 予算決算特別 認定 賛成多数
認第13号 平成22年度高山市水道事業会計決算について 予算決算特別 認定 全会一致

議第69～74号 高山市芸術文化顕彰者について 最終日 原案可決 全会一致
議第75号 東小学校校舎改築工事（建築）請負契約の締結について 最終日 原案可決 全会一致

議第76号 高山市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例等
の一部を改正する条例について 最終日 原案可決 全会一致

議案番号 件　　　　　名 上程・付託 結果 議決状況
報第7号 損害賠償の額の決定の専決処分について 初日 報告終了 全会一致
報第8号 継続費精算報告書（一般会計）について 初日 報告終了 全会一致
報第9号 継続費精算報告書（下水道事業特別会計）について 初日 報告終了 全会一致

議案番号 件　　　　　名 上程・付託 結果 議決状況
発議第8号 高山市議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する条例について 初日 原案可決 全会一致
発議第9号 電力多消費型経済からの転換を求める意見書 最終日 原案可決 全会一致
発議第10号 軽油引取税の課税免除制度の継続を求める意見書 最終日 原案可決 全会一致

　９月定例会で審議された全案件は、次の表で示された議案番号と議案名の通りです。
　上程・付託の欄は、それぞれの案件が付託審議された委員会を表示しています。初日の表示は定例会初
日に、最終日の表示は定例会最終日に、それぞれ本議会で決定したものであり、委員会の付託は省略して
います。決定については、結果の欄に表示し、議決状況をあわせて添付しました。
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9月定例会　予算決算特別委員会・平成23年度補正予算審査

平成22年度の決算審査を報告します

H22年度　歳入総額　546億5096万円（一般会計）

市税 地方交付税 国県支出金 地方譲与税 国・県交付金 繰越金 市債 その他 合計

14,026,441 16,151,274 9,065,701 2,139,749 5,054,023 3,321,400 4,892,376 54,650,964 

H17 H18 H19 H20 H21 H22

市税 14,336,379 13,893,647 14,930,133 14,730,676 14,130,694 14,026,441 

地方交付税 15,426,288 14,629,730 14,799,966 15,326,746 15,751,308 16,151,274 

国県支出金 7,987,222 7,583,851 7,991,458 8,379,735 9,134,938 9,065,701 

地方譲与税国・県交付金 3,044,042 3,416,979 2,456,882 2,325,225 2,169,206 2,139,749 

繰越金 1,950,939 3,019,986 2,741,188 3,969,623 3,266,624 5,054,023 

市債 7,393,800 4,387,900 3,174,300 2,325,800 2,325,200 3,321,400 

その他 4,547,407 3,715,067 4,543,704 6,059,254 4,733,035 4,892,376 

合計 54,686,077 50,647,160 50,637,631 53,117,059 51,511,005 54,650,964 

平成 22年度歳入歳出決算審査
　9月27日と28日、議員全員で構成する予算決算特別委員会におきまして、平成22年度の歳入歳出決
算審査を行いました。一般会計と国民健康保険事業など11の特別会計、および水道事業の1公営企業
会計を審査いたしました。また9月29日、同委員会におきまして、3件の補正予算案を審査しました。

一
般
会
計
歳
入

　
主
な
質
疑
は
次
の
通
り
。

【
問
】
子
ど
も
手
当
て
の

収
入
決
算
額
が
予
算
の
１

／
10
。
な
ぜ
か
。

【
答
】
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス

テ
ム
が
確
定
し
な
い
う
ち

に
見
積
も
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

【
問
】
子
ど
も
手
当
は
、

国
か
ら
の
収
入
決
算
額
で
、

人
件
費
な
ど
も
全
て
ま
か

な
え
た
の
か
。

【
答
】
１
０
０
％
ま
か

な
っ
て
市
の
支
出
は
な
い
。

【
問
】
職
員
退
職
手
当
を
、

基
金
を
使
わ
ず
支
出
し
て
、

当
初
予
算
に
計
上
し
た
も

の
を
再
度
繰
り
戻
し
て
い

る
。
ル
ー
ル
分
は
基
金
か

ら
支
出
す
べ
き
だ
。

【
答
】
執
行
に
当
た
っ
て

は
検
討
し
て
行
き
た
い
。

【
問
】
保
育
料
の
収
入
未

済
が
多
い
。
ど
う
い
っ
た

理
由
が
考
え
ら
れ
る
か
。

【
答
】
景
気
の
低
迷
が
理

由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

【
問
】
22
年
度
の
収
納
率

は
。

【
答
】
99
・
23
％
で
あ
る
。

【
問
】
過
年
度
滞
納
分
の

収
納
率
は
。

【
答
】
22
年
度
回
収
で
き

た
の
は
10
・
３
％
で
あ
る
。

【
問
】
公
営
住
宅
の
収
入
未

済
も
多
い
。
保
証
人
を
つ

け
る
規
則
で
は
な
い
の
か
。

【
答
】
１
件
に
つ
き
、
２

名
の
連
帯
保
証
人
を
お
願

い
し
て
い
る
。

【
問
】
保
証
人
に
処
理
を

お
願
い
し
た
こ
と
は
。

【
答
】
過
去
に
は
あ
る
。

その他

その他

市債

市債

繰越金

繰越金 地方譲与税
国・県交付金地方譲与税

国・県交付金

国県支出金

国県支出金

地方交付税

地方交付税

市税

市税

0
2,000,000
4,000,000
6,000,000
8,000,000
10,000,000
12,000,000
14,000,000
16,000,000
18,000,000

その他

市債

繰越金

地方譲与税
国・県交付金

国県支出金

地方交付税

市税

H22H21H20H19H18H17

単位：千円

単位：千円

◎科目別歳入状況
国や県からの歳入が多いことがわかります。平成 22年度における
自主財源と依存財源の構成比は 43.9 対 56.1 となっています。

◎科目別歳入状況経年比較
市税収入はほぼ横ばい、国や県からの交付金が上昇傾向です。一

般
会
計
歳
出

　
主
な
質
疑
は
次
の
通
り
。

総
務
費
・
消
防
費
な
ど
に

関
す
る
質
疑

【
問
】
入
湯
税
の
使
途
が
、

ゴ
ミ
処
理
と
観
光
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
の
考
え

方
は
。

【
答
】
今
後
は
観
光
事
業

と
、
温
浴
施
設
の
維
持
な

ど
を
中
心
に
検
討
す
る
。

【
問
】
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
ペ
レ
ッ
ト
に
は
補
助

が
あ
る
が
、
薪
ス
ト
ー
ブ

の
薪
に
は
な
い
。

【
答
】
薪
に
は
様
々
な
調

達
方
法
が
あ
っ
て
制
度
構

築
が
難
し
い
。
現
在
、
検

討
中
。
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【
問
】
職
員
の
人
件
費
を

検
討
し
て
、
増
大
す
る
行

政
需
要
に
対
応
し
て
ゆ
く

考
え
は
。

【
答
】
国
で
も
公
務
員
の

処
遇
等
に
関
し
法
律
改
正

の
動
き
が
あ
る
。
そ
の
動

向
に
よ
り
対
応
し
て
行
く
。

民
生
費
・
衛
生
費
な
ど
に

関
す
る
質
疑

【
問
】つ
ど
い
の
広
場（
子

育
て
支
援
事
業
）
は
市
内

に
11
箇
所
あ
る
が
、
地
域

間
格
差
が
あ
る
。
常
設
し

て
い
る
地
域
と
週
２
回
程

度
開
設
の
地
域
が
あ
る
が
、

状
況
は
ど
う
か
。

【
答
】
一
之
宮
・
高
根
・

国
府
・
栃
尾
の
各
地
域
に

は
常
設
し
て
い
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
子
育
て

支
援
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
よ
う
、
常
設
を
目

指
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

【
問
】
療
育
施
設
の
利
用

者
が
増
え
て
い
る
。
対
応

で
き
る
の
か
。

【
答
】
手
狭
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

【
問
】
解
消
法
は
。

【
答
】
検
討
中
。

【
問
】
障
が
い
児
支
援
窓

口
の
よ
う
な
も
の
を
設
置

し
、
利
用
者
の
情
報
交
換

を
図
れ
な
い
か
。

【
答
】
共
通
認
識
は
大
切
。

機
会
を
増
や
す
努
力
を
し

た
い
。

農
林
水
産
業
費・商
工
費・教

育
費
な
ど
に
関
す
る
質
疑

【
問
】
新
分
野
開
拓
支
援

補
助
金
（
産
学
官
連
携
等

促
進
事
業
補
助
金
）
の
利

用
実
績
が
な
い
が
。

【
答
】
申
請
が
な
か
っ
た
。

使
い
や
す
い
制
度
に
向
け

て
、
今
後
検
討
す
る
。

【
問
】
市
の
中
小
企
業
向

け
制
度
融
資
は
不
用
額
が

大
き
い
。
監
査
委
員
の
指

摘
に
も
あ
る
が
、
他
の
政

策
経
費
へ
配
慮
も
必
要
で

あ
り
、
対
応
す
べ
き
で
は
。

【
答
】
過
年
度
の
実
績
等

で
予
算
を
組
ん
だ
。
指
摘

の
点
は
、
景
気
動
向
も
勘

案
し
て
今
後
検
討
す
る
。

【
問
】
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
効
果
は
。

【
答
】
20
億
円
の
消
費
拡

大
効
果
は
あ
っ
た
と
認
識
。

【
問
】
農
作
物
へ
の
鳥
獣

害
対
策
は
十
分
だ
っ
た
か
。

【
答
】
狩
猟
免
許
の
取
得

や
報
奨
金
等
で
の
対
応
が

今
後
も
必
要
だ
。

【
問
】
飛
騨
高
山
展
予
算

は
消
化
し
切
れ
な
か
っ
た

が
。

【
答
】
開
催
予
定
に
満
た

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

【
問
】
給
食
費
の
未
納
問

題
は
。

【
答
】
各
学
校
で
、
適
正

に
対
応
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

土
木
費
・
災
害
復
旧
費
な

ど
に
関
す
る
質
疑

【
問
】
橋
り
ょ
う
耐
震
補

強
事
業
に
お
け
る
優
先
順

位
づ
け
の
基
準
は
。

【
答
】
橋
長
15
ｍ
以
上
の

１
７
２
橋
の
中
か
ら
16
橋

を
抽
出
し
、
７
橋
の
耐
震

化
工
事
を
行
っ
た
。

【
問
】
除
雪
費
を
１
億
円

追
加
補
正
し
た
が
、
そ
の

間
に
除
雪
の
待
ち
は
発
生

し
な
か
っ
た
か
。

【
答
】
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
な
か
っ
た
。

【
問
】
除
雪
機
購
入
の
助

H22年度　歳出総額　499億6977万円（一般会計）

総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 議会費

10,544,706 10,519,782 2,441,257 2,127,008 4,050,477 5,482,204 1,431,941 6,073,896 16,643 6,923,068 358,788 

議会費

議会費

公債費

公債費

災害復旧費

災害復旧費

教育費

教育費

消防費消防費

土木費

土木費

商工費

商工費

農林水産業費

農林水産業費

衛生費

衛生費

民生費

民生費

総務費

総務費

単位：千円

単位：千円

◎目的別歳出状況
総務費は国府支所庁舎新築などで増大したものです。その他では民生費が突出し
て大きく、今後も増加することが予想されます。

◎目的別歳出状況経年比較
やはり民生費の構成比が大きくなっています。平成 20年のリーマンショック以
後、商工費の構成が大きくなっています。

H17 H18 H19 H20 H21 H22
総務費 12,760,675 10,421,749 6,928,845 9,010,349 8,099,605 10,544,706 
民生費 8,824,212 8,599,289 8,904,331 8,952,698 9,457,063 10,519,782 
衛生費 2,444,695 2,439,425 2,345,306 2,279,843 2,654,181 2,441,257 

農林水産業費 2,528,115 3,307,209 2,344,676 3,654,986 2,396,569 2,127,008 
商工費 2,228,446 2,269,634 2,188,797 2,948,348 3,880,574 4,050,477 
土木費 6,652,209 6,357,983 7,379,039 8,406,095 6,321,309 5,482,204 
消防費 1,830,852 1,444,449 1,378,171 1,495,855 1,393,570 1,431,941 
教育費 4,185,749 4,265,576 4,936,494 4,695,905 4,451,634 6,073,896 
災害復旧費 2,523,812 1,203,179 1,974,315 18,345 63,276 16,643 
公債費 7,321,460 7,237,464 7,923,401 8,011,590 7,369,971 6,923,068 
議会費 365,866 360,015 364,633 376,421 369,230 358,788 
合計 51,666,091 47,905,972 46,668,008 49,850,435 46,456,982 49,969,770 

年度 H17 H18 H19 H20 H21 H22
歳入総額 54,686,077 50,647,160 50,637,631 53,117,059 51,511,005 54,650,964 
歳出総額 51,666,091 47,905,972 46,668,008 49,850,435 46,456,982 49,969,770 

歳入歳出差し引き額 3,019,986 2,741,188 3,969,623 3,266,624 5,054,023 4,681,194 
翌年度へ繰り越すべき財源 321,994 352,197 1,197,715 316,791 2,132,872 1,392,468 

実質収支 2,697,992 2,388,991 2,771,908 2,949,833 2,921,151 3,288,726 
積立金（財調） 109,729 11,281 732,584 2,537,387 1,283,577 3,449,849 
繰上償還金 0 0 148,426 436,967 219,808 50,634 

◎歳入歳出経年比較
積立金と繰上償還金が増えています。国の臨時特例措置で、高金利の公的資金
の繰上償還がしやすくなりました。
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56,000,000

歳出総額

歳入総額

H22H21H20H19H18H17

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

繰上償還金

積立金

H22H21H20H19H18H17

単位：千円
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特
別
会
計

　
主
な
質
疑
は
次
の
通
り
。

国
民
健
康
保
険
事
業

【
問
】
保
険
料
収
入
が
減

少
し
た
理
由
は
。

【
答
】
前
年
度
所
得
の
減

少
が
考
え
ら
れ
る
。

【
問
】
所
得
減
少
は
、
予

算
に
見
込
ん
で
い
た
は
ず
。

さ
ら
に
減
っ
た
の
か
。

【
答
】
そ
の
通
り
。

【
問
】
収
入
未
済
額
が

減
っ
た
理
由
は
。

【
答
】
収
入
減
少
で
賦
課

額
が
下
が
っ
た
こ
と
と
、

収
納
率
が
上
が
っ
た
。

【
問
】
黒
字
決
算
だ
が
単

年
度
収
支
は
。

【
答
】
３
億
以
上
の
赤
字
。

介
護
保
険
事
業

【
問
】
介
護
保
険
料
は
３

年
ご
と
に
見
直
し
が
さ
れ

て
お
り
、
高
齢
者
が
増
加

す
る
中
で
年
々
給
付
費
が

増
え
て
い
る
。
基
金
の
現

在
高
は
い
く
ら
か
。

【
答
】
３
億
１
６
０
０
万

円
で
あ
る
。

【
問
】
平
成
23
年
度
の
見

通
し
は
。

【
答
】
１
億
５
０
０
０
万

円
ほ
ど
の
赤
字
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

【
問
】
保
健
事
業
費
の
不

用
額
が
大
き
い
が
。

【
答
】
す
こ
や
か
健
診
の

受
診
者
が
減
っ
た
。
３
０

０
０
人
見
込
ん
だ
が
、
実

績
は
約
１
０
０
０
人
だ
っ

た
。

【
問
】
数
字
の
差
が
大
き

す
ぎ
る
。

【
答
】
申
込
み
は
２
８
０

０
人
あ
っ
た
。

【
問
】
減
少
傾
向
の
理
由

は
。

【
答
】
通
院
し
て
い
る
の

で
、
検
診
の
必
要
な
い
と

判
断
し
た
人
が
多
い
。

補
正
予
算

〈
議
第
64
号
〉
平
成
23
年

度
高
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

・
災
害
復
旧
及
び
景
気
対

策
事
業
の
た
め
の
補
正

７
億
１
０
０
０
万
円

・
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
等
責
任
共
済
金
の
増

額　
　
　
４
７
８
８
万
円

・「
ま
ち
の
健
康
相
談
所
」

整
備　
　
　
５
２
０
万
円

・
福
祉
医
療
費
県
補
助
金

・
返
還
額
１
４
１
０
万
円

・
基
金
積
立　
５
２
万
円

福
祉
保
健
委
員
会

９
月
定
例
会　
議
案
審
査
報
告

〈
議
第
61
号
〉
高
山
市
災

害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、

災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
者

の
兄
弟
姉
妹
に
も
弔
慰
金

支
給
の
対
象
を
広
げ
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一

致
で
原
案
の
通
り
可
決
す

る
も
の
と
決
め
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
通
り
。

【
問
】
生
計
が
同
じ
で
あ

れ
ば
、
同
居
し
て
い
な
く

て
も
対
象
と
な
る
の
か
。

【
答
】
対
象
と
な
る
。

【
問
】
生
計
が
同
じ
か
ど

う
か
の
確
認
の
方
法
は
。

【
答
】
聞
き
取
り
に
よ
る
。

〈
議
第
65
号
〉
平
成
23
年

度
高
山
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

管
き
ょ
建
設
事
業
費
を
増

額
す
る
た
め
の
補
正

３
５
０
０
万
円

〈
議
第
66
号
〉
平
成
23
年

度
高
山
市
地
方
卸
売
市
場

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

市
場
使
用
料
等
の
見
直
し

に
伴
う
減
額

△
１
６
０
０
万
円

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

地方債現在高 25,174,323 26,678,470 63,197,751 64,546,749 63,651,940 60,300,603 55,675,412 51,547,742 48,766,184 

積立金現在高 8,023,044 8,390,918 17,405,732 23,391,861 25,555,436 25,775,706 27,768,595 29,320,006 32,890,284 
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H22H21H20H19H18H17H16H15H14

単位：千円

◎負債と積立金の推移（一般会計ベース）
合併時に一気に増えた借入金が、順調に減少していることがわかりま
す。また、積立金が増えている様子もわかります。

成
に
、
２
０
０
０
万
円
の

予
算
計
上
が
あ
っ
た
が
実

績
は
。

【
答
】
２
台
で
50
万
６
０
０

０
円
の
実
績
だ
っ
た
。

【
問
】
総
合
交
流
セ
ン

タ
ー
の
設
計
費
の
経
緯
は
。

【
答
】
２
９
４
０
万
円
で

契
約
し
て
い
た
が
、
協
議

の
上
契
約
を
打
ち
切
り
、

出
来
高
精
算
で
６
１
７
万

４
０
０
０
円
減
額
と
し
た
。

【
問
】
木
造
住
宅
耐
震
補

強
助
成
の
実
績
は
。

【
答
】
補
強
が
必
要
な
住

宅
１
万
３
７
０
０
戸
の
う

ち
、
22
年
度
末
で
38
戸
。



山
腰
　
恵
一

渡
辺
　
甚
一

北
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征
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若
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子

岩
垣
　
和
彦

中
筬
　
博
之

倉
田
　
博
之

松
山
　
篤
夫

車
戸
　
明
良

佐
竹
　
　
稔

松
葉
　
晴
彦

木
本
　
新
一

溝
端
甚
一
郎

水
門
　
義
昭

村
瀬
　
祐
治

橋
本
　
正
彦

中
田
　
清
介

藤
江
　
久
子

谷
澤
　
政
司

松
本
　
紀
史

今
井
　
武
男

小
井
戸
真
人

島
田
　
政
吾

杉
本
　
健
三

議第59号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○
議第60号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
議第61号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
議第62号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
議第63号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
議第64号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
議第65号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
議第66号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
議第67号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
議第68号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第1号 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第2号 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第3号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第4号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第5号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第6号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第7号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第8号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第9号 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第10号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第11号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第12号 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
認第13号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○

議第69～74号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
議第75号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
議第76号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○

発議第8号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○
発議第9号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○
発議第10号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 ○ ○ ○ ○

高山市議会ぎかいだより❽

9月定例会　議案賛否表

9月定例会の提出議案における、各議員の賛否は表のとおりです。

9月定例会　議案賛否表

市長提出議案

議員提出議案

※○は賛成、●は反対
※車戸議長は採決に加わりません。
※休は採決時の欠席を表示しています。
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9月定例会　一般質問

國
島
市
長
に
問
う
!!

9月２１日及び２２日の２日間、議員
１１人が市政全般について一般質問
しました。

本会議の映像情報につきましては、
インターネット
http://www.city.takayama.lg.jp/
gikai/gikai-eizou.html で視聴できます。
また、会議録は１１月３０日以降に議会事
務局または議会ホームページにて閲覧でき
ます。
議会中継はヒットネットＴＶ及び議会ホー
ムページで見ることができます。ヒットネッ
トＴＶでは生中継さ
れ、4 日～ 7 日後に
録画も放映されます。
議会ホームページでは
生中継し、会議の 3
～ 5 日後から録画で
ご覧いただけます。

倉田　博之 議員

育
英
資
金
を
増
額
し
、

進
学
費
用
の
支
援
を
強

化
せ
よ

高
山
市
育
英
資
金
貸
付
制
度

【
問
】
進
学
率
は
上
昇
し
、

年
収
は
減
少
し
て
い
る
。

高
山
市
育
英
資
金
の
位
置

づ
け
と
役
割
を
ど
う
考
え

る
か
。

【
答
】
積
極
的
支
援
が
重

要
。
必
要
性
は
高
い
。

【
問
】
就
・
在
学
費
用
が

多
額
で
保
護
者
負
担
が
大

き
い
。
貸
付
額
の
拡
充
を
。

【
答
】
家
計
へ
の
負
担
状

況
な
ど
調
査
し
検
討
す
る
。

【
問
】
高
額
費
用
の
医
学

部
な
ど
は
さ
ら
に
上
乗
せ

が
必
要
。
市
長
は
医
師
等

養
成
奨
学
金
の
新
設
を
公

約
し
て
い
る
。

【
答
】
地
域
の
医
師
志
望

者
を
支
援
で
き
る
よ
う
検

討
す
る
。

【
問
】
月
々
の
返
済
額
を

抑
え
る
た
め
、
返
済
期
間

の
延
長
も
必
要
だ
。

【
答
】
拡
充
し
た
場
合
は

そ
れ
も
検
討
す
る
。

【
問
】
新
年
度
に
導
入
で

き
る
検
討
を
願
う
。
就
職

難
や
疾
病
・
死
亡
な
ど
返

済
困
難
な
場
合
に
は
「
副

市
長
が
必
要
と
認
め
る
と

き
」
の
減
免
規
則
の
み
で

対
応
で
き
る
の
か
。

【
答
】
幅
広
い
ケ
ー
ス
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
。

【
問
】
あ
い
ま
い
で
説
明

不
十
分
。
条
文
の
整
備
を
。

【
答
】
考
え
て
い
な
い
。

貸
付
時
に
周
知
をa

図

る
。
相
談
に
は
き
め
細
か

に
対
応
す
る
。

ま
ち
な
か
水
路
の
管
理
と

再
生

【
問
】
水
路
は
農
務
・
維

持
・
下
水
道
の
３
課
で
分

割
所
管
。
流
量
な
ど
に
緊

急
の
対
処
要
望
が
多
く
、

効
率
化
と
管
理
体
制
強
化

が
必
要
だ
。

【
答
】
緊
急
時
に
は
管
理

区
分
を
越
え
て
対
応
し
て

い
る
が
、
一
元
化
を
含
め

た
合
理
的
な
管
理
を
検
討

し
た
い
。

【
問
】
分
岐
す
る
水
は

ゾ
ー
ン
で
の
把
握
が
必

要
。
地
域
の
水
路
事
情
を

良
く
知
る
水
路
管
理
協
力

員
（
仮
称
）
を
配
置
・
組

織
化
し
、
市
民
と
協
働
す

る
考
え
は
ど
う
か
。

【
答
】
迅
速
な
対
応
や
被

害
の
未
然
防
止
、
地
域
づ

く
り
に
も
寄
与
す
る
。
連

携
や
情
報
共
有
で
、
水
の

有
効
利
用
や
地
域
理
解
に

も
有
効
と
思
わ
れ
る
。

【
問
】
快
適
環
境
だ
っ
た

用
水
は
、
今
は
排
水
溝
と

な
り
魅
力
な
い
。
市
街
地

に
通
水
を
望
む
声
が
多
い
。

【
答
】
市
民
の
声
は
理
解

し
て
お
り
、
広
範
囲
の
通

水
は
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
。
渇
水
期
の
水
量
不
足

を
懸
念
し
て
い
る
。

議員名 質問方式 掲載
ページ

① 倉田　博之 議員 一問一答 ９

② 松山　篤夫 議員 一括 10

③ 松葉　晴彦 議員 一問一答 10

④ 水門　義昭 議員 一問一答 11

⑤ 橋本　正彦 議員 一問一答 11

⑥ 中田　清介 議員 一括 12

議員名 質問方式 掲載
ページ

① 藤江　久子 議員 一問一答 12

② 谷澤　政司 議員 一問一答 13

③ 若山加代子 議員 一問一答 13

④ 山腰　恵一 議員 一問一答 14

⑤ 中筬　博之 議員 一問一答 14

9月21日（水）

9月22日（木）

9月定例会 一般質問掲載順

水の流れる生活空間



高山市議会ぎかいだより10

9月定例会　一般質問

松山　篤夫 議員

松葉　晴彦 議員

森
林
セ
ラ
ピ
ー
で
心
身

の
健
康
や
地
域
振
興

を
！

鳥
獣
害
対
策
、
新
射
撃

場
早
期
実
現
を
！

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

【
問
】
観
光
の
あ
り
方
が

多
様
化
し
、
豊
か
な
自
然

を
い
か
し
た
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、
今
注
目

さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
Ｐ
Ｒ
な
ど

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
地
域
と
の
交
流
も
兼

ね
備
え
た
様
々
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
、
付
加

価
値
の
高
い
旅
行
商
品
と

し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
学
校

や
教
育
事
業
者
も
訪
問
し
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
も
活
用
し
な
が

ら
積
極
的
な
誘
致
活
動
も

行
っ
て
い
る
。

【
問
】
森
林
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
を
つ
く
り
、
認
定

を
受
け
る
こ
と
へ
の
市
の

見
解
は
。

【
答
】
認
定
を
受
け
る
た
め

の
条
件
な
ど
研
究
す
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

【
問
】
持
続
可
能
な
低
炭

素
社
会
の
実
現
や
、
エ
ネ

鳥
獣
害
対
策
と
猟
友
会
及

び
射
撃
場

【
問
】
昨
年
度
の
捕
獲
・

狩
猟
の
頭
羽
数
は
。

【
答
】
イ
ノ
シ
シ
１
１
７
９

頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
１
３
０

頭
、
サ
ル
１
３
７
頭
、
カ

ラ
ス
１
３
２
羽
な
ど
合
計

１
８
２
６
頭
で
あ
る
。

【
問
】
猟
友
会
の
現
状
は
。

【
答
】
市
内
の
猟
友
会
は

飛
騨
猟
友
会
と
高
山
猟
友

会
、
合
わ
せ
て
１
５
５
名

で
、
う
ち
銃
器
免
許
所
持

者
が
１
３
１
名
、
わ
な
猟

の
み
の
免
許
所
持
者
が
24

名
で
あ
る
。

【
問
】
狩
猟
免
許
の
取
得

助
成
や
猟
期
中
の
奨
励
金

制
度
を
考
え
ら
れ
た
い
。

【
答
】
有
害
鳥
獣
の
個
体
数

を
減
ら
す
た
め
に
も
検
討

す
る
。

【
問
】
現
在
の
片
野
教
習

射
撃
場
の
問
題
点
は
。

【
答
】
銃
刀
法
改
正
に
よ
り
、

銃
刀
所
持
許
可
更
新
時
に

ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら

れ
る
社
会
情
勢
の
中
で
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ

ト
へ
の
要
求
が
高
ま
っ
て

い
る
。
小
水
力
発
電
と
温

泉
発
電
に
対
す
る
市
の
見

解
は
。

【
答
】
小
水
力
発
電
は
、
豊

富
な
水
資
源
や
落
差
の
あ

る
地
形
な
ど
か
ら
も
導
入

の
検
討
に
は
適
し
た
環
境

に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
温
泉
を
活
用
し
た
温
度

差
発
電
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
有
効
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
導
入

に
つ
い
て
の
地
域
の
考
え

も
聞
き
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
問
】
市
民
が
小
水
力
発

電
を
行
う
際
に
、
相
談
が

で
き
る
セ
ン
タ
ー
を
設
置

で
き
な
い
か
。

指
定
射
撃
場
で
の
技
能
講

習
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
現

在
の
施
設
で
は
老
朽
化
や

周
辺
の
住
宅
地
な
ど
で
存

続
が
困
難
と
な
っ
た
。

【
問
】
新
し
い
射
撃
場
計

画
は
。

【
答
】
猟
友
会
と
関
係
市

村
及
び
県
と
連
携
を
図
り
、

新
射
撃
場
に
つ
い
て
は
場

所
等
含
め
て
整
備
を
具
体

的
に
検
討
し
て
い
る
。

小
水
力(

ミ
ニ
水
力)

発

電【問
】
小
水
力
発
電
に
つ

い
て
の
課
題
は
。

【
答
】
水
利
権
を
は
じ
め
法

的
問
題
、
洪
水
対
策
、
消

排
雪
の
際
の
問
題
、
ゴ
ミ
・

落
ち
葉
・
流
木
な
ど
の
浮

揚
物
対
策
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

【
問
】
各
地
域
で
実
証
す

る
た
め
の
予
算
化
を
検
討

さ
れ
た
い
。

【
答
】
来
年
度
予
算
で
対
応

【
答
】
地
域
政
策
課
で
対
応

す
る
。
そ
の
た
め
の
相
談

セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
現

在
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】
手
続
き
へ
の
簡
略

化
を
考
え
「
地
域
活
性
化

総
合
特
区
」
に
申
請
す
る

こ
と
へ
の
市
の
見
解
は
。

【
答
】
現
在
、
県
が
総
合
特

別
区
域
法
に
基
づ
い
た「
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興
特

区
（
仮
称
）」
の
申
請
を
全

県
下
対
象
に
検
討
し
て
お

り
、
そ
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

飛
騨
牛
の
消
費
拡
大

【
問
】
飛
騨
牛
の
消
費
拡

大
へ
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
様
々
な
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
等
を
積
極
的
に
行
い
、

安
心
・
安
全
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
。

を
検
討
す
る
。

用
水
取
入
口
の
土
砂
・
岩

石
流
入
対
策

【
問
】
河
川
か
ら
導
水
し

て
い
る
農
業
用
水
路
の
数

は
。

【
答
】
農
業
用
水
頭
首
工
は

５
２
７
箇
所
で
あ
る
。

【
問
】
土
砂
な
ど
の
流
入

現
状
を
掌
握
し
て
い
る
か
。

【
答
】
近
年
の
ゲ
リ
ラ
的
豪

雨
に
よ
り
、
用
水
路
に
土

砂
岩
石
が
流
入
す
る
頻
度

が
増
え
て
お
り
、
地
域
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。

【
問
】
抜
本
的
対
策
は
。

【
答
】
現
段
階
で
抜
本
的
方

策
は
な
い
。
地
域
力
の
共

同
活
動
で
、
緊
急
か
つ
計

画
的
な
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

五色ヶ原（グリーンツーリズム）

地域における牧柵対策
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水門　義昭 議員

橋本　正彦 議員

新
し
く
架
け
替
え
に
な

る
合
崎
橋
 !!
夢
の
あ
る

欄
干
を
募
集
 !!

観
光
の
本
格
的
回
復
に

力
を
尽
く
せ

合
崎
橋
の
架
け
替
え

【
問
】
合
崎
橋
架
け
替
え

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
答
】
今
年
は
用
地
取
得
等

を
進
め
、
来
年
度
に
工
事

着
工
、
平
成
26
年
春
に
完

成
予
定
で
あ
る
。

【
問
】
愛
さ
れ
親
し
ま
れ

て
い
る
橋
な
の
で
、
欄
干

に
対
し
て
市
民
か
ら
夢
の

あ
る
提
案
募
集
を
し
た
ら

ど
う
か
。

【
答
】
高
欄
デ
ザ
イ
ン
の
提

案
募
集
は
、
地
域
の
皆
様

に
愛
さ
れ
る
橋
と
い
う
観

点
か
ら
も
有
意
義
。
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

【
問
】
大
新
松
本
線
が
廃

止
と
聞
く
が
今
後
の
進
め

方
は
。

【
答
】
高
山
市
都
市
計
画
審

議
会
の
諮
問
を
行
い
、
来

年
３
月
中
に
廃
止
の
告
示

を
行
い
た
い
。

【
問
】
合
崎
橋
か
ら
松
本

東
日
本
大
震
災
等
の
影
響

調
査
と
観
光

【
問
】
県
「
緊
急
観
光
戦

略
会
議
」
の
現
状
分
析
は
。

【
答
】
Ｇ
Ｗ
を
機
に
回
復
傾

向
。
秋
以
降
が
心
配
。

【
問
】
今
後
の
新
た
な
中

国
等
の
誘
客
取
り
組
み
は
。

【
答
】官
民
一
体
で
秋
冬

を
狙
う
。関
西
圏
を
中
心

に
広
告
掲
載
な
ど
展
開
。

中
国
人
旅
行
者
は
有
力

で
、海
外
旅
行
社・メ
デ
ィ

ア
を
招
聘
し
風
評
を
払
拭
。

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
他
、

自
治
体
と
の
連
携
な
ど
取

り
組
み
を
促
進
し
た
い
。

職
員
の
懲
戒
処
分
に
関
す

る
規
定

【
問
】
今
回
の
不
祥
事
の

処
分
の
解
釈
で
「
公
務

内
」
と
「
公
務
外
」
の
区

分
は
。

【
答
】
上
司
の
指
揮
下
で
あ

る
か
否
か
で
区
分
。
今
回

は
地
域
団
体
の
件
で
あ
り

公
務
外
と
判
断
し
た
。

橋
ま
で
の
間
の
未
整
備
箇

所
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】
都
市
計
画
道
路
を
廃

止
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
必
要
な
整
備
は
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
県
に
よ
る
河
川
改

修
の
実
施
後
に
検
討
。

大
学
の
誘
致

【
問
】
熱
意
を
持
っ
て
誘

致
推
進
体
制
を
。

【
答
】
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や

市
の
遊
休
施
設
を
研
究
活

動
の
場
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
な
ど
で
、
大
学
機
能

の
一
部
を
誘
致
す
る
な
ど
、

実
現
可
能
な
ア
プ
ロ
ー
チ

で
取
り
組
む
。
助
成
制
度

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
情
報
発
信

に
も
努
め
る
。

地
域
内
分
権
・
地
域
移
譲

の
考
え
方

【
問
】
全
市
域
に
ど
の
様

な
組
織
を
つ
く
る
の
か
。

【
答
】
今
後
の
協
働
の
ま

森
林
施
業
補
助
金
の
不
適

正
事
案

【
問
】
補
助
金
申
請
の
流

れ
と
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

【
答
】
事
業
は
適
正
で
検
査

は
不
要
と
の
判
断
が
不
正

を
見
逃
し
た
。
今
後
、
現

地
調
査
な
ど
県
と
連
携
し
、

再
発
防
止
に
努
め
る
。

地
域
に
あ
っ
た
災
害
対
策

【
問
】
国
交
省
の
「
深
層

崩
壊
推
定
頻
度
マ
ッ
プ
」

で
推
定
頻
度
が
高
い
と
予

測
さ
れ
た
地
域
は
。

【
答
】
高
山
で
は
東
部
・
西

部
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
高
山
市
の
避
難
指

示
・
勧
告
の
基
準
は
。

【
答
】
区
域
ご
と
に
発
令
。

水
害
は
、
主
要
河
川
の
観

測
所
や
橋
な
ど
の
定
点
で

水
位
を
観
察
。
判
断
基
準

点
よ
り
上
昇
が
予
想
さ
れ

る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
「
避

難
勧
告
」
や
「
避
難
指
示
」。

各
河
川
の
避
難
判
断
項
目
、

ち
づ
く
り
の
考
え
の
中
で
、

よ
り
活
動
し
や
す
く
成
熟

し
た
地
域
づ
く
り
の
枠
組

み
と
し
て
議
論
を
深
め
る
。

下
水
道
施
設
の
耐
震
化
と

整
備
計
画

【
問
】
硫
化
水
素
発
生
に

よ
る
管
渠
閉
塞
事
故
の
再

発
防
止
は
。

【
答
】
ガ
ス
の
発
生
を
抑

制
す
る
薬
剤
等
の
使
用
や
、

腐
食
し
に
く
い
材
質
の
も

の
を
採
用
す
る
方
針
。

平
成
22
年
度
の
財
務
諸
表

【
問
】
目
標
と
す
る
中
長

期
貸
借
対
照
表
の
作
成
は

【
答
】
将
来
推
計
が
可
能
な

高
い
精
度
を
目
指
し
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

対
象
区
間
・
町
名
な
ど

の
「
発
令
基
準
対
象
地
域

一
覧
」
を
整
備
し
て
い
る
。

土
砂
災
害
は
危
険
性
を
地

域
別
に
把
握
し
、
降
雨
状

況
に
よ
り
迅
速
な
避
難
行

動
が
取
れ
る
体
制
で
あ
る
。

【
問
】
新
導
入
の
「
洪
水
対

策
支
援
シ
ス
テ
ム
」
と
は
。

【
答
】
３
時
間
先
ま
で
の
予

想
降
雨
量
に
対
応
し
た
主

要
五
河
川
の
水
位
状
況
が

確
認
で
き
る
。
洪
水
の
警

戒
体
制
を
事
前
に
検
討
で

き
、
適
切
な
避
難
誘
導
が

可
能
と
な
る
。

【
問
】
防
災
マ
ッ
プ
の
見

直
し
が
必
要
な
の
で
は
。

【
答
】
旧
市
域
の
４
分
割
と

各
支
所
地
域
の
マ
ッ
プ
が

あ
る
が
、
平
成
25
年
度
を

目
処
に
見
直
す
。

出水による災害現場

合崎橋
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中田　清介 議員

藤江　久子 議員

新
公
会
計
制
度
に
よ
る

財
政
分
析
と
ク
ラ
ウ
ド

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

男
性
も
女
性
も
い
き
い

き
輝
い
て
暮
ら
す
社
会

の
た
め
に
・
・

新
公
会
計
制
度
に
お
け
る

資
産
と
債
務
管
理

【
問
】
新
制
度
の
財
務
書

類
整
備
で
の
期
待
は
。

【
答
】
ス
ト
ッ
ク
情
報
な
ど

の
説
明
責
任
の
履
行
、
財

政
の
効
率
化
適
正
化
で
、

①
発
生
主
義
に
よ
る
正
確

な
行
政
コ
ス
ト
の
把
握
②

資
産
と
負
債
の
一
覧
的
な

把
握
③
連
結
ベ
ー
ス
で
の

財
務
状
況
の
把
握
で
あ
る
。

【
問
】「
つ
く
る
」か
ら「
活

用
す
る
」
段
階
に
入
り
、

開
発
が
進
む
ク
ラ
ウ
ド
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の

対
応
も
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
ご
紹
介
の
シ
ス
テ
ム

は
、
簡
単
に
財
務
書
類
の

作
成
が
で
き
効
果
的
に
活

用
で
き
る
と
の
こ
と
。
導

入
を
早
速
検
討
し
て
い
る
。

改
訂
方
式
で
の
連
結
書
類

に
も
取
り
組
む
。

隠
れ
負
債
問
題
と
イ
ン
フ

ラ
老
朽
化

【
問
】
見
え
な
い
財
政
課

男
女
共
同
参
画
社
会
は
実

現
す
る
の
か

【
問
】
広
報
紙
「
新
し
い

風
」
が
休
刊
に
な
る
な
ど

施
策
が
低
迷
し
て
い
る
が
、

今
後
の
方
向
性
は
。

【
答
】
職
員
一
人
ひ
と
り
が

意
識
を
高
め
、
各
種
事
業

の
あ
り
方
や
効
果
を
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後

は
、
市
民
・
事
業
者
と
と

も
に
「
知
る
・
考
え
る
・

行
動
す
る
」
こ
と
に
よ
り

施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

【
問
】
全
庁
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
市

民
活
動
課
で
機
能
す
る
の

か
。

【
答
】
窓
口
対
応
も
含
め
、

今
後
も
市
民
活
動
課
で
対

応
す
る
。
ま
た
、
推
進
協

議
会
が
あ
る
の
で
、
組
織

強
化
を
図
っ
て
行
く
。

原
発
事
故
後
の
高
山
市
の

危
機
管
理

【
問
】
汚
染
ガ
レ
キ
や
汚

題
を
定
か
に
す
る
の
が
財

政
分
析
。
今
後
の
対
応
は
。

【
答
】
財
務
諸
表
か
ら
は

資
金
繰
り
情
報
・
償
還
能

力
等
が
説
明
で
き
有
意
義
。

重
視
し
な
か
っ
た
更
新
手

当
て
の
分
析
も
、
世
代
間

負
担
比
率
と
共
に
指
標
の

公
表
も
含
め
検
討
し
た
い
。

【
問
】
隠
れ
負
債
問
題
と

は
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ

の
更
新
手
当
問
題
で
あ
る
。

【
答
】
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は

各
種
補
助
メ
ニ
ュ
ー
も
あ

り
更
新
手
当
を
重
視
し
て

こ
な
か
っ
た
。
人
口
減
少

化
等
で
今
後
に
課
題
を
持

ち
越
し
て
い
る
。
長
期
的

展
望
に
立
っ
た
施
設
運
営

と
長
寿
命
化
は
大
変
重
要

で
、
公
共
施
設
白
書
と
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

の
対
応
を
研
究
す
る
。

水
道
事
業
の
計
画
的
投
資

と
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
資
産

管
理
・
ク
ラ
ウ
ド
化

【
問
】
企
業
会
計
の
水
道

染
稲
わ
ら
な
ど
対
応
が
ま

ち
ま
ち
で
あ
り
、
市
の
危

機
管
理
は
不
十
分
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
う
。

【
答
】
国
や
県
か
ら
の
情
報

収
集
に
努
め
て
い
た
。
事

後
の
対
応
に
は
全
力
を
挙

げ
て
い
る
。

【
問
】
危
機
管
理
室
の
職

員
は
４
人
で
、
行
方
不
明

者
の
捜
索
ま
で
責
任
の
範

疇
が
及
ん
で
お
り
、
体
制

に
無
理
が
あ
る
。
今
後
は

そ
の
体
制
に
つ
い
て
も
検

討
す
べ
き
だ
が
、
そ
の
他

の
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

の
市
の
考
え
は
。

【
答
】
地
域
と
食
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
と
、
減
少

し
た
観
光
客
の
回
復
が
課

題
だ
と
考
え
て
い
る
。
市

民
に
も
観
光
客
に
も
安
心

を
得
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
空
間
放
射
量

率
の
測
定
と
農
産
物
等
の

放
射
性
物
質
の
測
定
に
向

け
、各
課
と
調
整
中
で
あ
る
。

事
業
は
、
内
部
留
保
と
起

債
の
計
画
的
投
資
が
肝
要
。

【
答
】
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
・
新

五
か
年
計
画
の
他
、
必
要

な
設
備
投
資
は
積
極
的
に

行
う
。

【
問
】
Ｈ
25
年
以
降
管
路

の
更
新
負
担
が
増
加
す
る
。

水
道
の
隠
れ
負
債
問
題
だ
。

【
答
】
経
営
環
境
を
改
善
す

る
も
、
人
口
減
で
収
益
は

減
少
見
込
み
。
よ
り
健
全

財
政
に
留
意
し
た
計
画
で

更
新
に
対
応
し
て
い
く
。

【
問
】
更
新
計
画
等
の
資

産
管
理
に
は
水
道
Ｇ
Ｉ
Ｓ

で
の
対
応
が
必
要
。

【
答
】
管
種
や
管
経
、
延

長
等
が
比
較
検
証
で
き
る

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
有
効
。
突
発
事

故
等
多
岐
に
活
用
が
可
能
。

ク
ラ
ウ
ド
化
も
含
め
検
討
。

【
問
】
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え

方
は
。

【
答
】
新
た
な
原
発
は
造
ら

ず
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ

フ
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

の
実
現
に
向
け
て

【
問
】
廃
食
用
油
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
お
い
て
引
き
取

り
価
格
が
暴
落
し
、
無
料

回
収
が
困
難
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
市
と
し
て
何
か

方
策
は
な
い
か
。

【
答
】
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

を
目
指
し
、
今
後
も
無
料

回
収
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
利
用
促

進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

空間放射線量率の測定作業
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9月定例会　一般質問

谷澤　政司 議員

若山　加代子 議員

久
美
愛
病
院
移
転
後
の

跡
地
は
ど
う
な
る

温
水
プ
ー
ル
の
早
期
建

設
を
 !!

久
美
愛
病
院
移
転
後
の
土

地
活
用

【
問
】
高
山
市
の
将
来
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
の
か
。
地
元
地

域
か
ら
出
て
い
る
要
望
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

【
答
】
民
間
の
土
地
で
あ
り
、

現
在
は
具
体
的
な
計
画
は

な
い
。
今
後
の
土
地
利
用

に
よ
っ
て
、
周
辺
地
域
や

市
全
体
の
将
来
が
大
き
く

影
響
を
受
け
る
の
で
、
跡

地
の
有
効
な
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
情
報
収
集
等

に
努
め
て
い
く
。
地
元
の

意
見
は
伝
え
て
い
く
。

【
問
】
新
病
院
（
中
切
町
）

利
用
者
の
た
め
に
、
バ
ス

運
行
路
線
の
見
直
し
を
。

【
答
】
バ
ス
実
証
運
行
の
中

で
検
討
し
て
行
く
。

【
問
】健
康
増
進
施
設(

多

目
的
プ
ー
ル)

は
、
市
民

の
健
康
増
進
や
医
療
費
の

抑
制
に
つ
な
が
り
、
ま
た

健
康
増
進
温
水
プ
ー
ル

【
問
】
ク
ア
ア
ル
プ
廃
止

か
ら
２
年
。
温
水
プ
ー
ル

で
運
動
や
リ
ハ
ビ
リ
を

行
っ
て
き
た
市
民
か
ら
要

望
書
も
届
い
て
い
る
。
健

康
増
進
の
た
め
の
プ
ー
ル

建
設
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

【
答
】「
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

検
討
委
員
会
」
に
議
論
を

ゆ
だ
ね
て
い
る
。
結
果
と

提
言
を
持
っ
て
検
討
に
入

り
た
い
。

保
育
園
民
営
化

【
問
】
民
営
化
の
協
議
が

進
む
宮
保
育
園
で
は
、
新

た
に
バ
ス
の
運
営
費
が
保

護
者
負
担
と
な
る
。
保
護

者
や
移
譲
を
受
け
る
法
人

は
納
得
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
保
護
者
会
に
お
い
て

概
算
額
の
説
明
を
し
て
き

た
。
よ
り
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
説
明
会
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致
と
雇
用
創
出
も

推
進
で
き
る
。
健
康
創
造

企
業
「
コ
パ
ン
」
を
跡
地

に
誘
致
す
る
考
え
は
。

【
答
】
施
設
が
実
現
す
れ
ば
、

健
康
増
進
や
医
療
費
抑
制

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

【
問
】
旧
病
院
の
解
体
工

事
を
地
元
が
受
注
で
き
れ

ば
経
済
効
果
あ
る
。
所
有

者
と
の
協
議
が
必
要
。

【
答
】
経
済
的
に
大
き
な
効

果
が
あ
る
の
で
、
働
き
か

け
を
行
い
た
い
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

【
問
】
山
の
崩
壊
か
ら
土

石
流
危
険
区
域
付
近
に
あ

る
避
難
所
の
安
全
対
策
は
。

【
答
】
区
域
内
に
あ
る
避
難

所
は
見
直
し
て
い
く
。

【
問
】
防
災
情
報
機
器
等

の
整
備
状
況
は
。

【
答
】
災
害
で
停
電
の
時

な
ど
防
災
ラ
ジ
オ
が
有
効
。

普
及
率
は
、
９
月
現
在
で

【
問
】
市
内
の
３
保
育
園

で
行
わ
れ
て
い
る
障
が
い

児
の
療
育
は
、
民
営
化
後

は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

【
答
】
移
譲
候
補
の
各
法
人

は
療
育
施
設
の
運
営
を
希

望
し
て
い
な
い
が
、
障
が

い
児
療
育
施
設
は
重
要
な

施
設
で
あ
り
、
今
後
も
利

用
者
の
利
便
性
を
確
保
し

つ
つ
継
続
で
き
る
よ
う
に
、

運
営
方
法
に
つ
い
て
現
在

検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
保
育
園
の
民
営
化

に
よ
り
保
育
士
の
労
働
条

件
が
悪
化
し
て
い
る
。
経

験
豊
か
な
保
育
士
が
育
た

な
い
こ
と
は
保
育
の
質
に

も
影
響
す
る
。
処
遇
改
善

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
各
法
人
の
大
変
な
努

力
で
、
国
の
保
育
指
針
に

基
づ
く
適
正
で
円
滑
な
保

育
園
運
営
が
な
さ
れ
て
い

る
。
民
間
移
譲
で
経
験
豊

か
な
保
育
士
が
育
た
な
い

と
い
う
こ
と
は
な
い
。

15
・
９
％
で
あ
る
。
今
後

も
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

【
問
】
県
の
報
告
で
高
山

市
は
震
災
時
の
ガ
レ
キ
処

理
計
画
が
未
作
成
と
の
こ

と
。
今
後
の
策
定
計
画
は
。

【
答
】
県
の
指
導
を
受
け
、

今
年
度
中
に
作
成
す
る
。

【
問
】
江
名
子
川
の
氾
濫

治
水
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

【
答
】
今
後
、
市
や
地
元
を

含
む
協
議
会
に
河
道
改
修

計
画
や
洪
水
調
整
池
の
位

置
・
規
模
等
を
示
し
、
今

年
度
中
に
取
り
ま
と
め
た

い
旨
を
、
所
管
の
県
よ
り

聞
い
て
い
る
。

【
問
】
大
八
賀
川
の
護
岸

未
整
備
箇
所
の
早
期
工
事

に
つ
い
て
は
。

【
答
】
県
・
市
・
地
元
の
三

者
で
意
見
確
認
と
整
備
計

画
に
つ
い
て
調
整
す
る
。

35
人
学
級

【
問
】
市
長
公
約
の
35
人

学
級
達
成
へ
の
考
え
は
。

【
答
】
35
人
学
級
と
は
、
人

数
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

本
来
的
に
は
、
先
生
と
子

ど
も
の
つ
な
が
り
が
よ
り

き
め
細
や
か
と
な
り
、
教

え
・
教
え
ら
れ
る
こ
と
が

互
い
に
理
解
で
き
る
よ
う

な
学
級
が
目
標
。

【
問
】
高
山
で
の
35
人
学

級
の
実
現
は
、
国
や
県
が

そ
の
方
針
を
出
し
た
時
と

い
う
考
え
方
な
の
か
。

【
答
】
待
っ
て
進
め
る
と
い

う
受
け
身
で
は
な
い
。
35

人
学
級
の
中
で
目
指
す
べ

き
本
来
の
教
育
が
、
高
山

で
も
行
わ
れ
て
い
く
こ
と

が
目
的
。
形
に
と
ら
わ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

現在の久美愛病院

市内の民間保育園
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9月定例会　一般質問

山腰　恵一 議員

中筬　博之 議員

健
康
施
策
の
充
実
で
、

市
民
の
命
を
守
れ
！

高
山
の
顔
＝
朝
市
へ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

命
を
救
う
Ａ
Ｅ
Ｄ
普
及
啓

発【問
】
野
外
・
屋
内
の
運

動
場
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
状
況
は
。

【
答
】
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
全

65
の
う
ち
40
施
設
に
、
小

中
学
校
は
全
校
の
体
育
館

に
設
置
し
て
い
る
。

【
問
】
公
民
館
や
集
会
場

な
ど
へ
の
設
置
促
進
は
。

【
答
】
公
民
館
は
地
域
活
動

の
拠
点
。
市
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
、
設
置

を
啓
発
し
た
い
。

【
問
】
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
登
録

制
度
を
導
入
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

マ
ッ
プ
に
民
間
設
置
場
所

を
記
載
し
て
は
。

【
答
】
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
民
間
設

置
は
登
録
義
務
が
な
い
が
、

そ
の
つ
ど
設
置
確
認
す
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
県
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
マ
ッ
プ

を
活
用
し
設
置
場
所
を
掲

載
し
て
い
く
。

【
問
】
子
ど
も
を
対
象
に

朝
市
の
現
状
と
市
の
関
わ

り【問
】
朝
市
に
対
す
る
市

の
認
識
は
ど
う
か
。

【
答
】
高
山
の
観
光
の
目
玉

で
あ
り
、
ま
た
地
産
地
消

の
原
点
と
し
て
農
山
村
の

活
性
化
に
も
寄
与
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

【
問
】
朝
市
の
現
状
は
ど

う
か
。

【
答
】
購
買
額
の
減
少
や
組

合
員
数
・
出
店
数
の
減
少
、

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
の

問
題
を
聞
い
て
い
る
。

【
問
】
市
と
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
で
き
な
い
か
。

【
答
】
安
定
し
た
販
売
収
入

の
増
加
の
た
め
、
情
報
発

信
や
誘
客
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
く
。

京
都
大
学
附
属
天
文
台
と

の
連
携

【
問
】
学
校
教
育
や
一
般

の
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら

積
極
的
に
連
携
を
図
る
考

し
た
救
命
士
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
導
入
を
。

【
答
】
総
務
省
の
通
達
に
よ

り
、
小
学
校
４
年
生
以
上

を
対
象
に
、
応
急
手
当
な

ど
の
救
命
入
門
コ
ー
ス
の

講
習
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

が
ん
対
策
、
が
ん
検
診
受

診
率

【
問
】
国
の
「
が
ん
対
策

推
進
計
画
」
で
は
、
23
年

度
末
ま
で
の
検
診
受
診
率

50
％
以
上
が
目
標
。
市
の

状
況
と
取
り
組
み
は
。

【
答
】
胃
が
ん
28
・
１
％
、

肺
が
ん
46
・
８
％
、
大
腸

が
ん
35
・
６
％
、
子
宮
が

ん
43
・
２
％
、
乳
が
ん

41
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
21
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
た
子
宮
頸
が
ん
・
乳

が
ん
の
ク
ー
ポ
ン
券
で
、

検
診
受
診
率
の
推
移
は
。

【
答
】
子
宮
頸
が
ん
は
７
・

１
％
、
乳
が
ん
は
３・３
％

え
は
な
い
か
。

【
答
】
世
界
最
先
端
の
施
設

で
あ
り
、
観
望
会
や
出
前

講
座
な
ど
連
携
に
つ
い
て

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

【
問
】
高
山
で
の
国
際
宇

宙
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、

京
都
大
学
と
の
連
携
協
定

の
可
能
性
も
視
野
に
取
り

組
め
な
い
か
。

【
答
】
生
涯
学
習
の
ほ
か
地

域
振
興
と
い
う
面
か
ら
も

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

保
育
園
の
受
け
入
れ
対
応

と
保
育
士
の
待
遇

【
問
】
３
歳
未
満
児
の
入

園
希
望
が
増
加
し
て
い
る

が
対
応
は
ど
う
か
。

【
答
】
保
育
士
の
確
保
、
園

の
改
修
な
ど
現
状
で
は
対

応
で
き
て
い
る
。

【
問
】
入
園
基
準
を
緩
和

す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
答
】
国
の
基
準
に
沿
っ
て

園
児
を
受
け
入
れ
る
。

【
問
】
保
育
士
の
平
均
勤

の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

【
問
】
が
ん
死
因
で
は
胃

が
ん
が
２
番
目
に
多
い
。

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ

菌
検
診
と
、
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
新
た
な
対

策
と
し
て
導
入
し
て
は
。

【
答
】
当
該
検
診
は
、
死
亡

率
減
少
効
果
が
現
段
階
で

は
不
十
分
で
あ
り
進
め
ら

れ
な
い
。
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
は
国
の
助
成
制
度
が
な

く
、現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】
が
ん
予
防
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
ど
の
様
な

対
策
を
し
て
い
る
か
。

【
答
】
生
活
習
慣
の
改
善

や
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
の
あ

り
方
、
喫
煙
の
自
粛
な
ど

健
康
教
育
の
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。

続
年
数
は
ど
う
か
。

【
答
】
公
立
15
年
、
私
立
10

年
。
22
年
度
の
離
職
者
数

は
公
立
０
人
、
私
立
14
人

で
全
体
の
11
％
。

【
問
】
保
育
士
の
加
配
が

で
き
な
い
か
。

【
答
】
障
が
い
児
な
ど
に
つ

い
て
は
、
国
の
基
準
以
上

の
対
応
も
し
て
い
る
。

【
問
】
私
立
保
育
園
の
賃

金
も
含
め
た
保
育
士
の
待

遇
改
善
の
考
え
は
。

【
答
】
市
の
単
独
事
業
に

よ
る
人
件
費
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

【
問
】
市
長
の
考
え
は
。

【
答
】
安
定
し
た
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
市
の

責
任
で
あ
り
、
保
育
園
や

保
育
士
さ
ん
の
実
状
を
話

し
合
う
場
を
設
け
た
い
。

AED設置表示

保育園のお昼寝
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委員会調査

【
特
徴
】

　
安
曇
野
市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

デ
マ
ン
ド
交
通
安
曇
野
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
あ
ず
み
ん
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ

の
方
式
は
、
事
前
に
利
用
予
約
し
た
利
用

者
の
自
宅
や
指
定
場
所
を
順
次
廻
り
な

が
ら
目
的
地
で
降
車
す
る
「
乗
合
タ
ク

シ
ー
」
方
式
で
、
運
用
等
の
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
福
祉
政
策
の
観
点
か
ら
は
一
応

成
功
事
例
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
木
曽
町
の
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
幹
線
バ

ス・巡
回
バ
ス・デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
組
合
せ
で
、
各
交
通
機
関
が
役
割
を
明

確
に
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
デ
マ
ン
ド

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
巡
回
バ
ス
停
留
所
か

ら
一
キ
ロ
以
上
距
離
が
あ
る
利
用
者
か
ら

事
前
予
約
を
受
け
、
バ
ス
停
ま
で
有
料
で

運
行
し
て
い
ま
す
。

【
目
的
】

　
高
山
市
に
お
け
る
公
共
交
通
体
系
は
幹

線
バ
ス
・
の
ら
マ
イ
カ
ー
・
ま
ち
な
み
バ

ス
の
組
合
せ
で
今
年
三
月
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
高
齢
化
・
過
疎

化
は
加
速
度
的
に
進
ん
で
お
り
必
要
性
が

高
い
課
題
で
す
。
有
効
性
、
効
率
性
、
妥

当
性
な
ど
の
視
点
を
含
め
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。　

　
公
共
交
通
体
系
は
地
域
政
策
と
福
祉
政

策
の
両
視
点
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

先
進
地
の
事
例
を
調
査
研
究
し
ま
し
た
。

【
反
映
】

　
デ
マ
ン
ド
交
通
を
中
心
と
し
た
二

箇
所
の
先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
ま

し
た
が
、
日
本
一
広
大
な
面
積
を
有

す
る
高
山
市
に
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ち
な

み
に
安
曇
野
市
の
面
積
は
当
市
の
１

／
６
、
木
曽
町
は
１
／
４
で
す
。

　
特
に
支
所
地
域
と
拠
点
施
設
等
の

多
い
高
山
地
域
を
結
ぶ
に
は
、
幹
線

バ
ス
と
の
ら
マ
イ
カ
ー
が
密
接
に
関

わ
り
、
補
完
し
合
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
従
っ
て
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
の
協
力
で
交
通
が
体
系
化
さ
れ
る

も
の
で
す
が
、
運
用
等
に
は
課
題
が

残
り
ま
す
。

　

高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
む
中
で
、

公
共
交
通
は
電
気･

水
道
と
同
様
に

重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
交

通
手
段
の
確
保
は
行
政
の
責
務
で
も

あ
り
ま
す
。
当
委
員
会
は
、
他
の
交

通
機
関
と
の
整
合
性
や
機
能
分
担
、

利
用
者
の
拡
大
や
財
源
等
の
問
題
を

含
め
て
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

道
路
運
送
法

と
地
域
政
策

及
び
福
祉
政

策
が
絡
み
合

う
の
で
、
課

題
は
山
積
し

て
い
ま
す
。

分野別市民意見交換会から

重点調査項目

行政視察先

総務企画
委員会

公共交通体系について

長野県安曇野市
長野県木曽郡木曽町

安曇野市デマンド交通受付センター

【目的】
　当委員会は、公共交通体系再編に
伴い、運行事業者である濃飛乗合自
動車㈱と、実証運行の実態について
意見交換を行ないました。
【経過】
　事業者は、本年三月からの実証運 
行に際し、要員 15名を採用し車両
10 台を購入しました。自社 12 路
線を見直して「のらマイカー」「ま
ちなみバス」「路線バス」が一体運
行できるよう時間・本数の調整や停
留所新設等を行ないました。
　運賃も市の協力を得て改めました。
地域内の路線バスは「のらマイカー」
と同じ１００円とし、地域をまたぐ

場合も最高１０００円と上限を定め
ました（市民対象）。また、「環境定
期券」や「悠々手形」により、高齢
者等への負担軽減にも努めています。
　車両動態管理システム等の導入な
ど、安全確保にも積極的な対応をし
ています。
　事業者から見た効果は、以前から
交通手段のない地域も通院 ･通学な
ど移動が確保され、休日も移動が可
能となったことや、運賃の不平等が
解消された点などが挙げられました。
　また課題については、運行所要時
分の適正化、運行時間の見直し、冬
期の接続問題、運行経路やバス停の
位置、利用が少ない地域への対応、
新久美愛病院に向けた経路の変更な
ども指摘されました。

【意見交換から】
　利用者が少ない路線であっても、
利用される方の必要性は高く、地域
意見をまとめる中で市全体の交通体
系の向上をめざす必要があります。
　バス運行は、路線や時刻の周知・
定着に一定期間を要するもので、短
期間での判断は極めて危険です。
　デマンド交通については、行政視
察での検証も踏まえ、地域特性など
様々な理由から、導入が利便向上と
利用者増加に繋がるかの判断は難し
いと思われます。
　公共交通問題は、地域政策や福祉政
策的な一面が大きいです。さらには法
律的な規制が問題を複雑化していま
す。当委員会では引続き調査項目とし
て研究することを確認しました。

新公共交通体系における現状と課題
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改
正
介
護
保
険
法

【
目
的
】

　
厚
生
労
働
省
に
て
、「
高
山
市
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
24
年
度
〜
）
に
活

か
す
た
め
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

【
特
徴
】

　
介
護
保
険
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
施
設

か
ら
在
宅
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
で
す
。
そ
こ

に
は
、
在
宅
で
も
施
設
並
み
の
安
心
を
得
ら

れ
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
体
系
を
構
築
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、

保
険
料
の
抑
制
も
目
的
に
あ
り
ま
す
。

【
反
映
】

　
現
在
高
山
市
の
高
齢
化
率
は
26
・
７
％
、

し
か
も
独
居
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が

そ
の
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化

の
中
、持
続
可
能
な
保
険
制
度
の
確
立
と「
老

後
を
ど
う
生
き
た
い
の
か
。」
と
い
う
、
一

人
ひ
と
り
の
問
題
に
、
委
員
会
と
し
て
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

「
ケ
ア
ホ
ー
ム
明
」
視
察

【
特
徴
】

　
名
古
屋
市
中
村
区
に
あ
る
「
明
」

は
、
障
が
い
者
が
親
元
か
ら
離
れ

自
立
し
て
生
活
す
る
場
と
し
て

２
０
０
６
年
に
開
設
さ
れ
た
家
で
す
。

利
用
者
は
５
人
で
、
昼
間
は
授
産
施

設
に
仕
事
に
出
か
け
、
夕
方
帰
っ
て

か
ら
入
浴
し
た
り
食
事
を
し
た
り
し

ま
す
。
世
話
人
が
交
代
で
２
人
い
て
、

24
時
間
３
６
５
日
利
用
で
き
ま
す
。

【
反
映
】

　
現
在
、
高
山
市
で

も
こ
う
し
た
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
関
係
者
が
努
力
し

て
お
り
、
委
員
会
と

し
て
も
、
早
期
に
働

き
か
け
を
し
て
い
き

ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
計
画

【
目
的
】

　
厚
生
労
働
省
に
て
、「
高
山
市

障
が
い
者
福
祉
計
画
」
に
活
か
す

た
め
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

【
特
徴
】

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
廃

止
し
『
制
度
の
谷
間
』
が
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
の
応
能
負
担

と
す
る
「
障
害
者
総
合
福
祉
法
」

を
制
定
す
る
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
以
前
か
ら
懸
念
さ

れ
て
い
た
親
亡
き
後
の
障
が
い
者

に
つ
い
て
、
社
会
が
責
任
を
持
っ

て
支
援
し
て
い
く
た
め
の
制
度
の

改
正
で
も
あ
り
ま
す
。

【
反
映
】

　
高
山
市
で
も
来
年
度
、
次
期
の

「
障
が
い
者
福
祉
計
画
」
の
策
定

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
調

査
研
究
を
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

分野別市民意見交換会から

重点調査項目

行政視察先

障がい者福祉における現状と課題

【目的】
　高山地域介護保険事業者連絡協議会の
関係者と事業の実態について意見交換会
を行いました。
【経過】
・特別養護老人ホームの待機者について
　７００人以上いるとされるが「まずは
申し込んでおく」という人が多く、その
ために本当に困っている人が入れないと
いう課題がある。老々介護や認々介護な
ど、在宅介護が継続できないようなとこ
ろは、家庭崩壊しないためにも、施設利
用や入所が必要な場合がある。それらに
ついては、入所用件を精査し対応すれば、
解決できるだろうから、現在ある施設で
十分だと思う。施設を増やすと保険料が

上がってしまう。
・特定施設について
　高額な一時金と毎月の生活費等が必要
で、経済的に恵まれた人しか入れない。
増床しても待機者は減らない。
・その他
　高齢者は「家にいたい。」と思っている。
行政は、そのために何ができるのか、ど
う環境整備すればよいかを考えるべきだ。
「看取り」ができる地域にしてもらいたい。
【意見交換から】
　介護保険も、在宅への転換ということ
で法律改正されたと聞いています。当市
でも高齢者施策が適正に行われるよう提
言していきたいと考えます。

【目的】
　社会福祉協議会と現場にお
けるニーズを把握するため意
見交換をしました。
【経過】
　「療育施設」について、社
会福祉協議会からは、発達障
がいがある児童で、あゆみの
デイサービスを利用したい人
は増えているが、施設の規模
から、ニーズに応えられず、
早期療育に支障が出ている。
【意見交換から】
　実態に即した提言として、
今後の高山市の施策に活かせ
るよう努力していきたい。

福祉保健
委員会 厚生労働省

ケアホーム明（名古屋市）

第５期介護保険事業計画について
障がい者福祉計画について

名古屋市のケアホーム明

介護保険における現状と課題
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奈良県奈良市
富山県高岡市

産業振興条例制度後の地元企業振興策

【
特
徴
】

・
奈
良
市
文
化
振
興
計
画

　
奈
良
市
は
文
化
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
「
文

化
振
興
条
例
」
を
策
定
済
み
で
す
。
条
例
に
基
づ
く
具

体
的
施
策
を
推
進
計
画
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

「
文
化
の
継
承
へ
の
意
欲
を
呼
び
起
こ
す
」

「
生
活
の
中
で
文
化
を
は
ぐ
く
み
伝
え
る
」

「
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
で
ま
ち
を
元
気
に
す
る
」

こ
の
３
点
を
計
画
の
目
指
す
姿
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
で
進
行
管
理

し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

・
奈
良
市
観
光
交
流
推
進
計
画

　
観
光
は
奈
良
市
の
大
き
な
経
済
基
盤
と
位
置
づ
け
る

中
で
、
基
本
的
な
方
向
性
、
事
業
の
取
り
組
み
と
方
針

を
定
め
て
い
ま
す
。
課
題
の
整
理
か
ら
目
指
す
観
光
の

姿
を
描
き
、
行
政
の
果
た
す
役
割
を
明
記
す
る
と
と
も

に
そ
の
到
達
度
を
検
証
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

観
光
戦
略
課
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

・
高
岡
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

　
新
た
な
成
長
分
野
へ
の
進
出
支
援
と
誘
導
、
並
び
に

北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
た
観
光
拠
点
化
等
を
核
と

す
る
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
高
岡
市
産
業
界
の
将
来

イ
メ
ー
ジ
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
目
標
数

値
設
定
と
国
・
県
も
含
め
た
官
民
の
推
進
体
制
を
組
み

立
て
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
と
デ
ザ
イ
ン
に
軸
足
を

置
い
て
い
る
の
も
特
徴
で
、
農
業
に
つ
い
て
は
６
次
産

業
化
の
み
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
産
業
企
画
課
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

【
目
的
】

　
産
業
振
興
に
係
る
条
例
及
び
計
画
の
あ
り
方
、
観
光

と
伝
統
文
化
な
ど
の
先
進
的
な
取
り
組
み
の
事
例
を
調

査
・
研
究
す
る
た
め
視
察
し
ま
し
た
。

【
反
映
】

　
奈
良
市
の
二
つ
の
計
画
は

高
山
市
に
は
な
い
計
画
で
あ

り
、
伝
統
文
化
を
生
か
す
ま

ち
づ
く
り
や
ま
ち
な
み
保
存

と
観
光
と
い
っ
た
面
で
、
こ

れ
か
ら
高
山
市
で
も
見
習
い

た
い
視
点
で
し
た
。　

　
「
高
岡
市
産
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
非

常
に
明
確
な
将
来
都
市
像
の

も
と
５
つ
の
基
本
方
針
を
打

ち
立
て
、
そ
の
施
策
の
方
針

や
具
体
的
施
策
に
言
及
し
て

い
る
点
が
、
高
山
市
の
産
業

振
興
計
画
の
対
極
に
あ
る
と

見
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
事
前
調
査
担
当

者
に
よ
る
調
査
結
果
報
告
を

も
と
に
議
員
間
で
自
由
討
議

を
行
い
、
今
回
の
視
察
の
総

括
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

分野別市民意見交換会から
流通に課する諸問題への対応

重点調査項目

行政視察先

【目的】
　公設卸売り市場使用料減免と、今
後の施設運営について意見交換を行
いました。
【経過】
・標記の課題について市場関係者か
らの要望に基づき、７月２日市場管
理棟において現状調査、及び意見交
換しました。
「事前調査内容」
・高山市公設市場取扱高の推移、並
びに地場産野菜果物取扱高の推移
・高山市小売販売額等の推移と地域
の所得動向
・卸売市場をめぐる情勢、卸売市場
再編の推進

（農水省総合食料局編）
・高山市公設卸売市場会計決算書及
び施設振興公社決算書（市場使用料、
一般管理費、役務費、指定管理料等
の推移）
・卸売市場法及び高山市関連条例
「現況と調査経過」
・流通形態が変化する中で、取扱量、
取扱高ともに最盛期の７割以下に落
ち込んでいる状況では、今後の施設
運営や施設の維持更新にも多大の影
響が考えられます。特に市場の荷受
２社の問題ばかりでなく、買受人や
生産者もともに地域の重要課題と捉
えています。特に３月の東北大震災
後の観光への影響は大きく、卸売市
場への影響も深刻で、特に市場使用
料の減免を農務課へ要望している状

況です。４月からの納入については
その協議が整うことを前提に調整中
であるとの説明を受けました。
　事前の調査でも地域の所得動向、
小売環境の変化や、農林水産省の市
場再編への考えなどから、何らかの
対応を迫られている問題として認識。
担当課から当面３ヵ年の市場使用料
の減免方針について説明を受けたと
ころです。補正などで対応すること
になります。
【意見交換から】
　根本的な対応策については、今後
３年間かけて検討していくことに
なっており、委員会としても一歩踏
み込んで調査するとともに、荷受２
社の皆さんとも、今後話し合いの場
を持つ方針です。

文教経済
委員会

高岡市金屋町のまちなみ



高山市議会ぎかいだより18

委員会調査

橋りょう及び水道の耐震化について
環境行政におけるごみ処理計画について
都市基本計画とまちづくりについて

川
越
市
の
ま
ち
づ
く
り

【
目
的
】

　
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
が
認
定
さ

れ
た
川
越
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。

【
特
徴
】

　
川
越
祭
り
や
物
資
の
集
散
、
寺
社
門
前

の
賑
わ
い
な
ど
、
独
特
の
風
情
を
醸
し
出

し
た
ま
ち
で
す
が
、
計
画
が
認
定
さ
れ
た

ば
か
り
で
今
後
の
取
り
組
み
に
お
け
る
課

題
は
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

【
反
映
】

　
地
域
特
性

は
あ
る
も
の

の
、
改
め
て

高
山
市
の
取

り
組
み
の
先

進
性
を
確
認

す
る
視
察

と
な
り
ま
し

た
。

最
新
の
ご
み
処
理
施
設

【
目
的
】

　
東
京
都
品
川
清
掃
工
場
で
最
新
の

ご
み
処
理
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

【
特
徴
】

　
最
新
設
備
に
よ
る
大
気
汚
染
物
質

の
除
去
は
も
ち
ろ
ん
、
焼
却
熱
に
よ

る
発
電
や
地
域
へ
の
熱
供
給
、
溶
融
ス
ラ

グ
の
有
効
利
用
な
ど
循
環
型
社
会
づ
く
り

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

【
反
映
】

　
高
山
市
は
、
現
施
設
を
延
命
し
新
施
設

の
稼
働
を
平
成
31
年
度
以
降
と
し
て
お
り
、

今
後
も
委
員
会
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

水
道
の
耐
震
化

【
目
的
】

　
水
道
管
路
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
さ
い
た

ま
市
水
道
局
を
視
察
し
ま
し
た
。

【
特
徴
】

　
さ
い
た
ま
市
は
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
駆
使
し
て
配
水
管
網
を
解

析
し
、
老
朽
度
や
重
要
度
な
ど
の
機

能
評
価
を
行
っ
て
、
更
新
の
優
先
順

位
を
中
期
経
営
計
画
に
盛
り
込
ん
だ

事
業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

【
反
映
】

　
全
国
的
に
水
道
施
設
や
管
路
の
耐

震
化
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
、
高
山
市

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
高
山
市
に
あ
っ
て
も
断
水
時
の
影

響
範
囲
の
特
定
や
、地
形・土
質
デ
ー

タ
に
よ
る
危
険
度
解
析
な
ど
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
図
上
表
示
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
採
用
と
、
全
体
像
を

把
握
し
た
上
で
の
更
新
計
画
策
定
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

分野別市民意見交換会から

重点調査項目

行政視察先

水道設備関係における現状と課題公共工事における現状と課題

【目的】
　高山市の建設業を取り巻く状況や諸課題についてご意
見やご要望をお聞きするため、建設業連絡協議会の役員
の皆さんと意見交換の場を設けていただきました。
【経過】
　大震災の影響による景況悪化、企業を取り巻く経営環
境の厳しさなど現状説明を受けた後、懇談に移り、活発
に意見を交わすことができました。
　地域の基幹産業でもある建設業が、景気のあおりを受
け雇用も含めて厳しい状況に置かれていますが、除雪や
災害への対応など、建設業界は市民生活に密着した業界
でもあります。
【意見交換から】
　景況悪化の中での社員・技術者の確保や技術の継承、
建設機械の維持管理など課題は山積しており、今後も連
携を図りながら意見を伺っていきたいと考えています。

【目的】
　高山管設備工業協同組合は、指定管理者として市の水
道施設の維持管理業務を請け負っています。
　一番、現状を把握されている立場から、水道施設の耐
震化や技術者の養成、行政との連携などについて意見を
伺いました。
【経過】
　特筆したいのは、組合のワーキンググループで「震災
シミュレーション」を独自に策定されていることです。
災害時に市と連携して、組合がどう行動するか、初動体
制から他市からの応援が入った際の核となるリーダーの
養成まで詳細に検討されています。
【意見交換から】
　市民の大切なライフラインである水道を守るという観
点から、前向きな意見交換ができたことに感謝していま
す。

基盤整備
委員会 埼玉県川越市・埼玉県さいたま市

品川清掃工場（東京都品川区）

川越市のまちなみ
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議会改革

インターネットの録画映像

議
会
改
革
の
取
組
み

開
か
れ
た
議
会
へ
と
頑

張
っ
て
い
ま
す

　
議
会
基
本
条
例
を
３
月

に
制
定
し
、
議
会
と
し
て

の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
議

会
改
革
を
議
会
運
営
委
員

会
を
中
心
に
進
め
て
い
ま

す
。

【
議
場
で
の
一
般
質
問
は

対
面
式
で
行
い
ま
す
】

　
新
た
に
質
問
席
を
設
け
、

市
長
を
は
じ
め
執
行
部
側

と
対
面
と
す
る
よ
う
に
配

置
ま
し
た
。

　
議
員
は
自
分
の
判
断
で
、

一
問
一
答
か
一
括
質
問
か

の
方
式
を
選
ん
で
質
問
し

て
い
ま
す
。

【
会
議
は
公
開
】

　
情
報
公
開
日
本
一
を
目

指
す
た
め
に
、
全
て
の
会

議
を
原
則
公
開
で
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
市
民
の
皆

様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
全
員
協
議
会
室
に
テ
レ

ビ
カ
メ
ラ
設
置
】

　
９
月
定
例
会
予
算
決
算

特
別
委
員
会
か
ら
、
全
員

協
議
会
室
で
の
審
議
の
様

子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
中

継
し
、
あ
わ
せ
て
録
画
放

送
を
行
い
ま
し
た
。

【
市
民
と
の
意
見
交
換
の

場
を
】

　
地
域
別
市
民
意
見
交
換

会
だ
け
で
は
な
く
、
常
任

委
員
会
に
お
い
て
も
、
分

野
別
の
意
見
交
換
会
を
積

極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ら
に
議
会
の

改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ページ 誤 正

9

訂正後の6月定例会の議案賛否一覧

[税率の誤り]
下呂市は1.6、飛騨市は1.7だ。

北村征男議員の固定資産税について
下呂市は1.7、飛騨市は1.6だ。

「
高
山
市
議
会
ぎ
か
い
だ
よ
り
第
４
号
」
誤
記
に
つ
き
ま
し
て
の
お
詫
び
と
訂
正

　
平
成
23
年
8
月
1
日
に
発
行
し
ま
し
た
「
高
山
市
議

会
ぎ
か
い
だ
よ
り
第
４
号
」
の
記
載
内
容
に
付
き
ま
し

て
、
4
点
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申

し
上
げ
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

①
7
ペ
ー
ジ
の
6
月
定
例
会
議
案
賛
否
表
で
、
松
葉
晴

彦
議
員
の
全
賛
否
の
記
載
漏
れ
。

②
7
ペ
ー
ジ
の
6
月
定
例
会
議
案
賛
否
表
で
、
若
山
加

代
子
議
員
の
議
第
46
号
の
賛
否
の
誤
記
。

｛
●
（
誤
）⇒

○
（
正
）｝

③
7
ペ
ー
ジ
の
6
月
定
例
会
議
案
賛
否
表
で
、
松
本
紀

史
議
員
の
議
第
49
号
と
議
第
51
号
の
賛
否
の
誤
記
。｛
休

（
誤
）⇒

○
（
正
）｝

④
9
ペ
ー
ジ
の
一
般
質
問
で
、
北
村
征
男
議
員
の
内
容

の
誤
記
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
左
記
の
議
案
賛
否
表
及
び
正
誤
表
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。



　
「
高
山
市
議
会
ぎ
か

い
だ
よ
り
」
は
、
昨
年

の
11
月
１
日
に
産
声
を

あ
げ
ま
し
た
。
１
年
と

い
う
区
切
り
に
、
い
つ

も
と
は
少
し
違
っ
た
感

情
も
起
こ
ら
な
い
で
は

な
い
で
す
が
、
発
行
へ

の
反
響
と
次
号
編
集
の

編 

集 

後 

記

高山市議会12月定例会日程高山市議会12月定例会日程

高
山
市
議
会
ぎ
か
い
だ
よ
り
　
■
発
行
／
高
山
市
議
会
　
■
編
集
／
広
報
広
聴
委
員
会
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.takayam

a.lg.jp/gikai/index.htm
l

第
5号
 2011年

／
平
成
23年

11月
1日
発
行
 〒
506-8555 岐

阜
県
高
山
市
花
岡
町
2丁
目
18番

地
　
☎
0577-35-3152 fax0577-35-3170 E-m

ail:gikai@
city.takayam

a.lg.jp
心
配
が
そ
れ
ら
を
凌
駕

し
て
い
ま
す
。

　

議
会
外
の
専
門
員
が

作
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
当

紙
は
議
会
の
手
作
り
で

す
。
記
事
は
も
ち
ろ
ん
、

編
集
や
写
真
も
全
て
議

員
が
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、創
刊
に
当
た
っ

て
の
議
員
の
総
意
で
あ

り
、
気
概
の
発
露
で
も

あ
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
皆
様
の

激
励
や
関
係
者
の
ご
助

力
な
く
し
て
成
立
す
る

も
の
で
な
く
、
こ
の
機

に
改
め
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
の
ご
指

導
も
お
願
い
し
つ
つ
、

２
年
目
へ
踏
み
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

期　日

11月  4日

11月  4日

11月  7日

11月  7日

11月  8日

11月  8日

11月 10日

11月 10日

11月 11日

11月 11日

11月 14日

11月 15日

11月 15日

11月 16日

11月 17日

11月 17日

11月 18日

11月 18日

11月 21日

11月 21日

金

金

月

月

火

火

木

木

金

金

月

火

火

水

木

木

金

金

月

月

荘川地区

久々野地区

高根地区

上宝地区

清見地区

一之宮地区

国府地区

丹生川地区

南地区

大八・岩滝地区

奥飛騨温泉郷地区

新宮地区

花里地区

朝日地区

三枝地区

江名子地区

北地区

東地区

西地区

山王地区

荘川支所 文化ホール

久々野公民館

高根公民館

上宝支所

清見支所

一之宮支所

国府福祉センター

丹生川支所

南小学校 多目的室

松之木町公民館

一重ヶ根公民館

新宮小学校 社教室

花里小学校 特別活動室

燦々朝日館 ふれあいホール

三枝小学校 多目的室

上江名子ふれあいセンター

フローラ（桐生町）

高山図書館煥章館

西小学校 マルティ

片野会館

全地区
午後
7時より

開催地区 場　所 時間

開会日

11/30
12/1
2
5
6
7
8

9

12

13

14
15
16

水
木
金
月
火
水
木

金

月

火

水
木
金

午前9時30分　本会議
議案精読日
議案精読日
議案精読日 午前10時 質疑・一般質問通告締切
議案精読日
午前9時30分　本会議
午前9時30分　本会議
午前9時30分　本会議
本会議終了後 議会運営委員会
午前9時30分 総務企画委員会
午後1時30分 福祉保健委員会
午前9時30分 文教経済委員会
午後1時30分 基盤整備委員会
午前9時30分 予算特別委員会
（予備日）
午前9時30分　本会議

議場

議場
議場
議場
全員協議会室
第一委員会室
第二委員会室
第一委員会室
第二委員会室
全員協議会室

議場

曜日 会 議 内 容 場　所

地
域
別
市
民
意
見
交
換
会

地
域
別
市
民
意
見
交
換
会

高
山
市
議
会

高
山
市
議
会

ー 

ど
の
会
場
へ
で
も
お
気
軽
に 

ー

※日程は変更される
　場合があります。
※日程は変更される
　場合があります。

H23年度
　

高
山
市
議
会
で
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
今
年
度
も
市
民
意
見

交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

全
議
員
が
４
班
に
分
か
れ
て
皆

様
の
地
域
へ
伺
い
、
議
会
の
内
容

な
ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
市
政
へ
反
映

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
程
は
左
記
の
通
り
で

す
。
ご
近
隣
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。（
ど

の
地
区
で
も

ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。）

みやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。




